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(57)【要約】
【課題】一般的な両流れの屋根に使用される換気部材を
そのまま用いることができる片流れ屋根の棟構造を提供
する。
【解決手段】片流れ屋根の屋根下地１に屋根裏と連通す
る換気口１１を設け、片流れ屋根の棟頂部において屋根
下地１の上に棟桟２を取り付ける。棟桟２に水切り材３
を取り付けると共に棟桟２の棟側の側面から片流れ屋根
の棟側の端面にかけての間を水切り材３で覆う。内外に
通じる通気経路を有し、断面形状が対称形状に形成され
る換気部材１３を棟桟２に跨らせて取り付けると共に、
換気部材１３で換気口１１と水切り材３を覆う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　片流れ屋根の屋根下地に屋根裏と連通する換気口を設け、片流れ屋根の棟頂部において
屋根下地の上に棟桟を取り付け、棟桟に水切り材を取り付けると共に棟桟の棟側の側面か
ら片流れ屋根の棟側の端面にかけての間を水切り材で覆い、内外に通じる通気経路を有し
、断面形状が対称形状に形成される換気部材を棟桟に跨らせて取り付けると共に、換気部
材で換気口と水切り材を覆って成ることを特徴とする片流れ屋根の棟換気構造。
【請求項２】
　換気部材を、断面形状が対称形状に形成される換気役物と、換気役物の上に被せて取り
付けられ、断面形状が対称形状に形成される棟包とから構成して成ることを特徴とする請
求項１に記載の片流れ屋根の棟換気構造。
【請求項３】
　水切り材に内外に開口する連通口を形成して成ることを特徴とする請求項１又は２に記
載の片流れ屋根の棟換気構造。
【請求項４】
　片流れ屋根の棟側の端面に化粧破風を設けて成ることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の片流れ屋根の棟換気構造。
【請求項５】
　片流れ屋根の端部において棟桟にエンドキャップを取り付け、棟包と同様な断面形状に
形成され且つ一方の端部が閉じられた形状の棟巴をエンドキャップの上から棟桟に被せ、
棟巴の開口側の端部を棟包の端部に接続すると共に棟巴を棟桟に取り付けて成ることを特
徴とする請求項２乃至４のいずれか１項に記載の片流れ屋根の棟換気構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、片流れ屋根の棟換気構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　屋根瓦を葺き並べて形成される屋根にあって、屋根頂部の棟において屋根裏の換気を行
なうことができるようにした換気棟がある。図８乃至図１２は棟の両側に屋根瓦６が葺か
れる一般的な両流れの屋根における換気棟の施工構造の一例を示すものであり、この換気
棟の施工について説明する。
【０００３】
　すなわち、屋根下地１は垂木の上に野地板２１を張り渡して取り付けることによって形
成されるものであり、図８（ａ）に示すように屋根頂部の棟に沿った長孔として野地板２
１に換気口１１を設け、屋根裏の空間をこの換気口１１で外部に連通させてある。そして
屋根下地１の上に防水シート２２を張り、図８（ｂ）のように防水シート２２の上に屋根
瓦６が葺き並べてある。このとき、防水シート２２には窓を開口して換気口１１を露出さ
せるようにしてある。さらにこの換気口１１には捨て水切り１６が取り付けられる。捨て
水切り１６は細長い開口部で上下に開口する筒部１６ａの長手辺下端に設置片１６ｂを設
けて形成されるものであり、設置片１６ｂをシーリング材で水密的に防水シート２２の上
に密着させると共に釘材２４で固定することによって、換気口１１を囲むように捨て水切
り１６を取り付け、換気口１１の周囲を封水した状態で換気口１１を捨て水切り１６の筒
部１６ａを通して外部に開口するようにしてある。尚、この捨て水切り１６を取り付ける
作業が終わるまでは、最上段には屋根瓦６を葺かないようにするものである。
【０００４】
　このように捨て水切り１６を取り付けた後、図９のように屋根頂部の棟に沿った複数箇
所に受け金具２３を立設し、捨て水切り１６の上側において、受け金具２３に人工木材な
どで形成される長尺角材状の棟桟２を掛け渡して取り付ける。
【０００５】
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　次に、捨て水切り１６を取り付けた箇所、つまり換気口１１を形成した箇所に図１０（
ａ）のように換気役物１４を取り付ける。換気役物１４は図１０（ｂ）に示すように、断
面形状が左右対称に形成されるものであり、左右両片にそれぞれ通気孔１７が設けてある
。そしてこの換気役物１４を棟桟２の上に跨がらせるように配置し、釘材２４を打ち付け
ることによって棟桟２に換気役物１４を固定する。換気口１１以外の箇所には、通気孔１
７を設けていない他は、断面形状・寸法を換気役物１４と同じに形成された金属面戸５を
用い、同様に棟桟２の上に跨がらせて配置し、釘材２４を打ち付けることによって棟桟２
に金属面戸５を取り付ける。
【０００６】
　この後、換気役物１４や金属面戸５の上に棟包４を取り付ける。棟包４は断面形状が左
右対称形に形成されるものであり、換気役物１４や金属面戸５の上から棟桟２に跨らせる
ように配置し、棟包４から釘材２４を換気役物１４や金属面戸５を通して棟桟２に打入す
ることによって、図１１のように棟包４を取り付けることができるものである。このとき
、換気役物１４の上に取り付けられる棟包４としては、両側下端に換気用切欠１８を設け
た棟包４ａが、金属面戸５の上に取り付けられる棟包４としては、このような換気用切欠
１８を設けない棟包４ｂが用いられるものである。そしてさらに図１２のように、棟のけ
らば側端部には、棟包４と同じ断面形状の棟巴１０が取り付けられる。図１２において２
５はけらば瓦である。
【０００７】
　上記のように形成される換気棟にあって、屋根裏の空気は、屋根下地１に設けた換気口
１１から捨て水切り１６の筒部１６ａを通して換気役物１４の下側に流入し、換気役物１
４の換気孔１７を通過して棟包４の下側に流入した後、棟包４ａの換気用切欠１８から排
出される。また逆の流れで外気を屋根裏に流入させることもできるものであり、このよう
に換気役物１４と棟包４によって形成される通気経路を通して換気を行なうことができる
ものである。
【０００８】
　上記のように、棟の両側に屋根瓦６が葺かれる一般的な両流れの屋根においては、換気
部材１３として使用される換気役物１４や棟包４としては、棟の両側に跨るように左右対
称形状に形成されたものが用いられる。
【０００９】
　一方、図１３は一方のみに傾斜する片流れ屋根における換気棟の構造を示すものであり
、１は垂木２０と野地板２１から形成される屋根下地、１１は野地板２１に設けられた換
気口、６は屋根下地１の上に葺かれた屋根瓦、３０は棟側の端面を形成する破風板であり
、片流れ屋根の頂部の棟において換気口１１を覆う換気部材１３が取り付けてある。この
換気部材１３にはがらり２６が設けてあって、屋根裏の空気は換気口１１から換気部材１
３のがらり２６を通して排出されるようにしてあり、この換気口１１とがらり２６との間
の通気経路を通して屋根裏の換気が行なわれるようにしてある（特許文献１参照）。
【００１０】
　片流れ屋根ではこのように棟の片側のみに屋根瓦６が葺かれているので、換気部材１３
は左右の一方の側端部は屋根瓦６の上に重ねられるようにしてあるが、他方の側端部は片
流れ屋根の棟側の端面に接して取り付けることができるように垂下した形状に形成してあ
り、換気部材１３と棟側の端面との間に隙間ができないようにして、この部分での防水性
を確保するようにしてある。このために、片流れ屋根においては、図１３のように左右非
対称な断面形状に形成された換気部材１３が用いられる。
【特許文献１】特開２００１－３０３７３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上記のように、片流れ屋根の換気棟において使用される換気部材１３は、棟の両側に屋
根瓦６が葺かれる一般的な両流れの屋根の換気棟に使用される換気部材１３とは異なる形
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状であることが必要である。例えば、両流れ屋根の換気棟に使用される図１０のような左
右対称形状の換気役物１４や、図１１のような左右対称形状の棟包４を、図１３のような
片流れ屋根の換気棟において用いると、換気役物１４や棟包４の棟側の側端部と、片流れ
屋根の棟側の端面との間に隙間が生じ、この部分から屋根下地１へと雨水が浸入するおそ
れがあり、防水性を保つことができなくなるものである。
【００１２】
　このため、片流れ屋根を施工する場合に、一般的な両流れの屋根に使用される換気役物
１４や棟包４をそのまま用いることはできず、建築頻度が低い片流れ屋根用に特別に作製
した換気役物１４や棟包４を用いることが必要であって、コスト高の原因となるものであ
った。
【００１３】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、一般的な両流れの屋根に使用される換
気部材をそのまま用いることができる片流れ屋根の棟換気構造を提供することを目的とす
るものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る片流れ屋根の棟換気構造は、片流れ屋根の屋根下地１に屋根裏と連通する
換気口１１を設け、片流れ屋根の棟頂部において屋根下地１の上に棟桟２を取り付け、棟
桟２に水切り材３を取り付けると共に棟桟２の棟側の側面から片流れ屋根の棟側の端面に
かけての間を水切り材３で覆い、内外に通じる通気経路を有し、断面形状が対称形状に形
成される換気部材１３を棟桟２に跨らせて取り付けると共に、換気部材１３で換気口１１
と水切り材３を覆って成ることを特徴とするものである。
【００１５】
　このように棟桟２の棟側の側面から片流れ屋根の棟側の端面にかけてを水切り材３で覆
うことによって、片流れ屋根の屋根瓦６が存在しない棟側の端面での防水性を水切り材３
で確保することができるものであり、片流れ屋根用に特別に作製した換気部材１３を用い
る必要なく、一般的な両流れの屋根に使用される対称形状の換気部材１３をそのまま用い
ることができるものである。
【００１６】
　また本発明は、換気部材１３を、断面形状が対称形状に形成される換気役物１４と、換
気役物１４の上に被せて取り付けられ、断面形状が対称形状に形成される棟包４とから構
成して成ることを特徴とするものである。
【００１７】
　このように換気部材１３を換気役物１４と棟包４の二重に形成することによって、換気
口１１への雨水の浸入を防止する防水性が高まるものである。
【００１８】
　また本発明は、水切り材３に内外に開口する連通口７を形成して成ることを特徴とする
ものである。
【００１９】
　このように水切り材３に設けた連通口７を通して空気が流通するものであり、水切り材
３で換気性が低下することを防ぐことができるものである。
【００２０】
　また本発明は、片流れ屋根の棟側の端面に化粧破風８を設けて成ることを特徴とするも
のであり、片流れ屋根の棟を化粧破風８で美麗に仕上げることができるものである。
【００２１】
　また本発明は、片流れ屋根の端部において棟桟２にエンドキャップ９を取り付け、棟包
４と同様な断面形状に形成され且つ一方の端部が閉じられた形状の棟巴１０をエンドキャ
ップ９の上から棟桟２に被せ、棟巴１０の開口側の端部を棟包４の端部に接続すると共に
棟巴１０を棟桟２に取り付けて成ることを特徴とするものである。
【００２２】
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　このように棟巴１０を取り付けることによって、エンドキャップ９と棟巴１０で棟包４
の端部の開口を閉じて棟の端部での防水性を確保することができるものであり、また棟巴
１０として一般的な両流れの屋根に使用される対称形状のものをそのまま用いることがで
きるものである。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、棟桟２の棟側の側面から片流れ屋根の棟側の端面にかけて水切り材３
で覆うことによって、片流れ屋根の屋根瓦６が存在しない棟側の端面での防水性を水切り
材で確保することができ、片流れ屋根用に特別に作製した換気部材１３を用いる必要なく
、一般的な両流れの屋根に使用される対称形状の換気部材１３をそのまま用いることがで
きるものであり、コスト高となることなく片流れ屋根の換気棟を施工することができるも
のである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を説明する。
【００２５】
　図２は片流れ屋根の屋根下地１を示すものであり、屋根下地１は、傾斜して配置される
垂木２０の上に野地板２１を張り渡して取り付けることによって形成してある。屋根下地
１は一方から他方へと片流れに傾斜するものであり、棟となる頂部において垂木２０の先
端面に破風板３０が取り付けてある。
【００２６】
　このように片流れに傾斜する屋根下地１の上に屋根瓦６や棟包４を葺設する施工を行な
うことによって、片流れ屋根を造作することができるものであり、この施工は既述の図８
～図１２のような一般的な両流れの屋根の施工に準じて行なうことができる。
【００２７】
　すなわち図２（ａ）に示すように、野地板２１の上端に換気口１１を切り欠いて設ける
ことによって、屋根下地１の頂部に換気口１１を形成し、まず野地板２１の上面から破風
板３０の外面にかけて防水シート２２を張る。防水シート２２には切り欠いて窓２２ａが
設けてあり、この窓２２ａを通して換気口１１が露出するようにしてある。また破風板３
０の外面に防水シート２２の上から化粧破風８を取り付け、片流れ屋根の棟の端面に化粧
を施すようにしてある。
【００２８】
　次に図２（ｂ）に示すように、既述の図８（ｂ）に示す捨て水切り１６や、図９に示す
受け金具２３を屋根下地１の頂部の棟に取り付ける。捨て水切り１６は既述のように筒部
１６ａと設置片１６ｂから形成されるものであり、既述と同様にして、捨て水切り１６を
換気口１１の上に取り付けることによって、換気口１１の周囲を封水した状態で換気口１
１を筒部１６ａの上端開口を通して外部に連通させるようにしてある。また受け金具２３
には既述と同様にして、長尺角材状の人工木材などで形成される棟桟２を掛け渡し、棟に
沿って棟桟２を取り付ける。尚、棟桟２はこのように受け金具２３によって取り付ける他
に、長尺角材状の人工木材などで形成されるこの棟桟２を所定の高さになるように複数本
積み重ねて、野地板２１に直接取り付けるようにすることもできる。この場合、野地板２
１に接する下端の棟桟２は、換気口１１の箇所を避けて、換気口１１を塞がないように取
り付けられるものである。
【００２９】
　次に、水切り材３を棟桟２に取り付ける。水切り材３は図３に示すように、鉛直な固定
片３４の下端に斜めに傾斜片３５を延設すると共に傾斜片３５の先端に水切り片３６を垂
下して延設することによって形成されるものであり、長尺金属板で形成されるものである
。ここで、水切り材３としては、換気口１１を設けた部分において取り付けられる換気用
の水切り材３ａと、換気口１１を設けた部分以外の部分において取り付けられる非換気用
の水切り材３ｂとが用いられるものである。換気用の水切り材３ａは、固定片３４の上下
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幅寸法を非換気用の水切り材３ｂのものよりも長く形成し、水切り片３６の上下幅寸法を
非換気用の水切り材３ｂのものよりも短く形成してある。また換気用の水切り材３ａの上
端部には、固定片３４の下端位置において連通口７が設けてある。この連通口７は横に長
細いスロット状に形成されるものである。
【００３０】
　そして水切り材３を棟桟２の棟側の側面（軒側と反対側の側面）に配置して、図２（ｂ
）のように水切り材３の固定片３４を棟桟２のこの側面に当接して釘材２４を打入するこ
とによって、棟桟２に水切り材３を取り付ける。このように棟桟２に取り付けた水切り材
３の下端部の水切り片３６は、片流れ屋根の棟側の端面を形成する化粧破風８の上部の外
面に当接するようになっている。図２(ｂ)の実施の形態では、水切り材３の水切り片３６
から釘材２４を破風板３０に打入して水切り片３６も固定するようにしてあるが、水切り
片３６は特に固定する必要はない。このように水切り材３を取り付けることによって、棟
桟２の棟側の側面の上端から片流れ屋根の棟側の端面にかけて水切り材３で覆うことがで
きるものである。
【００３１】
　ここで、上記のように水切り材３のうち、換気用の水切り材３ａは換気口１１を設けた
部分において、非換気用の水切り材３ｂは換気口１１を設けた部分以外の部分において、
棟桟２に取り付けられるが、換気用の水切り材３ａの固定片３４の上下幅を長く形成して
その下端に連通口７を設けることによって、図３に示すように、連通口７が棟桟２の下側
に配置されるようにしてある。そして換気用の水切り材３ａと非換気用の水切り材３ｂは
端部同士を重ねて接続されるが、換気用の水切り材３ａと非換気用の水切り材３ｂにおい
て、傾斜片３５の高さ位置が異なるので、図３（ａ）のように換気用の水切り材３ａの傾
斜片３５の上面の全幅に防水シーラー５６を設け、非換気用の水切り材３ｂの傾斜片３５
をこの防水シーラー５６の上に重ねた状態で、換気用の水切り材３ａと非換気用の水切り
材３ｂの端部同士を重ねることによって、図３（ｂ）のように隙間が生じることなく接続
を行なうことができるようにしてある。
【００３２】
　上記のようにして図２（ｂ）、図３（ｂ）のように棟桟２に水切り材３を取り付けた後
、換気用の水切り材３ａを取り付けた箇所、つまり換気口１１を形成した箇所に換気役物
１４を取り付ける。換気役物１４は図４に示すように、断面形状が左右対称に形成される
ものであり、断面下向きコ字形の嵌合片４２と、嵌合片４２の両下端から斜め外下方へ延
出される中段傾斜片４３と、各中段傾斜片４３の先端に延設されるＬ型端面の先端水切り
片４４とから形成されるものである。換気役物１４において各中段傾斜片４３には通気孔
１７が設けてある。そして、図５に示すように、水切り材３の上から嵌合片４２を棟桟２
の上端部に嵌め込むことによって、棟桟２に跨らせた状態で換気役物１４を取り付けるよ
うにしてある。尚、図４において、５８は換気用の水切り材３ａの傾斜片３５に設けたシ
ーリング材であり、換気役物１４の下面に設けられている後述の邪魔板５７の下面を密着
させて防水性を確保するためのものである。
【００３３】
　また非換気用の水切り材３ｂを取り付けた箇所、つまり換気口１１を形成していない箇
所には金属面戸５を取り付ける。図４に示すように、金属面戸５は中段傾斜片４３に通気
孔１７を設けない他は、換気役物１４とほぼ同形状・同寸法の嵌合片４２、中段傾斜片４
３、先端水切り片４４を備えて形成されるものである。そして換気役物１４と同様にして
、非換気用の水切り材３ｂの上から棟桟２に金属面戸５を取り付けることができる。
【００３４】
　ここで、上記の換気役物１４や金属面戸５は、左右の先端水切り片４４のうち軒側の先
端水切り片４４を、図１に示すように防水シーラー４５を介して最上段の屋根瓦６の上面
に密着させるようにしてあり、棟桟２の軒側の側面と屋根瓦６の上面との間を換気役物１
４や金属面戸５の軒側の部分で覆って防水性を確保し、雨水が屋根下地１へと浸入するこ
とを防ぐようにしてある。また換気役物１４や金属面戸５の軒と反対側の中段傾斜片４３
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は、図５のように非換気用の水切り材３ｂの傾斜片３５の上に載置されるようになってい
る。左右対称形に形成される換気役物１４や金属面戸５を棟桟２に取り付けると、換気役
物１４や金属面戸５の棟側の側端部が棟より外方へ飛び出すことになるが、この飛び出す
側の中段傾斜片４３をこのように非換気用の水切り材３ｂの傾斜片３５の上に載置させる
ことによって、換気役物１４や金属面戸５の棟から飛び出す側の端部を支持することがで
き、換気役物１４や金属面戸５の取り付けにガタツキが生じることを防ぐことができるも
のである。尚、図１にみられるように、換気役物１４の中段傾斜片４３の下面側には連通
孔５７ａ付きの邪魔板５７が設けてあり、空気が直進しないようにして、雨水が空気の流
れとともに流入することを防ぐようにしているが、換気役物１４はこの邪魔板５７によっ
て換気用の水切り材３ａの傾斜片３５の上に上記シーリング材５８を介して載置されるよ
うになっている。
【００３５】
　上記のように換気役物１４や金属面戸５を取り付けた後、片流れ屋根の上端部の棟頂部
に棟包４を取り付ける。この棟包４としては、棟の両側に屋根瓦６が葺かれる一般的な両
流れの屋根に使用される、下面が開口し断面形状が対称形に形成されるもの、例えば既述
の図１１に示すような下向き開口の断面略Ｃ字形に形成されるものを用いるものである。
そしてこの棟包４を水切り材３及び換気役物１４や金属面戸５の上から棟桟２の上に跨ら
せるように被せ、棟包４の中央部から棟桟２に釘材２４を打入することによって、棟包４
を棟桟２に固定するものである。
【００３６】
　このように断面対称形状に形成される棟包４を棟桟２に跨らせて取り付けることによっ
て、図１に示すように、棟包４の軒側の側端部は最上段の屋根瓦６の棟側端部の上に被せ
られるが、棟包４の軒側と反対側の側端部は片流れ屋根の棟よりも外方へ飛び出すことに
なり、棟包４のこの飛び出す側端部の下面と片流れ屋根の棟側の端面との間に隙間が生じ
ることになる。しかし上記のように棟桟２の棟側の側面の上端から片流れ屋根の棟側の端
面にかけての間を水切り材３で覆うようにしてあるので、棟包４の飛び出した側端部と片
流れ屋根の棟側の端面の間の隙間から雨水が吹き込むなどしても、水切り材３で遮断して
雨水が屋根下地１へと浸入することを防ぐことができ、防水性を確保することができるも
のである。このように棟包４が棟より外方に飛び出す部分での防水性を水切り材３で確保
することによって、片流れ屋根においても、両流れの一般的な屋根に使用される対称形状
の棟包４をそのまま用いることが可能になるものである。この棟包４としては、既述の図
１１と同様に、換気役物１４の上に取り付けられる棟包４ａとして両側下端に換気用切欠
１８を設けたものが用いられ、金属面戸５の上に取り付けられる棟包４ｂとしてこのよう
な換気用切欠１８を設けないものが用いられるものである。
【００３７】
　また上記のように棟包４は、棟側の側端部は最上段の屋根瓦６の上に載置して支持され
ており、反対側の側端部は棟より外方に飛び出すが、図１に示すように、この飛び出した
部分の下面が換気役物１４や金属面戸５の中段傾斜片４３の上に載置されるようにしてあ
り、棟包４の飛び出す側の端部も支持されるようにしてある。このように棟包４の左右の
両側端部を支持することによって、ガタツキなく安定して棟包４を取り付けることができ
るものである。
【００３８】
　上記のように形成される片流れ屋根の換気棟にあって、屋根裏の空気は、屋根下地１に
設けた換気口１１から捨て水切り１６の筒部１６ａを通して換気役物１４の下側に流入し
、換気役物１４の換気孔１７を通して棟包４の下側に流入した後、棟包４の軒側の側端部
においては換気用切欠１８から排出され、棟包４の棟側の側端部においてはその開放され
ている下面から排出される。このとき、上記のように水切り材３には連通口７が形成して
あるので、換気口１１から捨て水切り１６の筒部１６ａを通して流出した屋根裏の空気は
、水切り材３の連通口７を通過して換気役物１４の下側に流入するものであり、空気の流
れが水切り材３で遮断されて換気性能が低下することを防ぐことができるものである。ま
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た逆の流れで外気を屋根裏に流入させることもできるものであり、このように換気役物１
４と棟包４によって形成される通気経路を通して換気を行なうことができるものである。
【００３９】
　尚、上記の実施の形態では、棟包４と換気役物１４とから通気経路を有する換気部材１
３を形成するようにした。しかし本発明において、換気部材１３としてはこのような棟包
４と換気役物１４の二部材から形成されるものに限定されるものではなく、一部材構造で
換気部材１３を形成することもできるものである。
【００４０】
　また、上記の各実施の形態のように棟包４を取り付ける施工を行なった後、棟のけらば
側の端部において棟包４に接続して棟巴１０を取り付けることによって、棟の端部の水仕
舞いが行なわれるものであり、棟巴１０の取り付け施工について説明する。
【００４１】
　この棟巴１０を取り付けにはエンドキャップ９が用いられる。図６は本発明の片流れ屋
根用に形成されたエンドキャップ９を示すものであり、図６（ｃ）のように裁断された金
属板を、図６（ｃ）に鎖線で示す線で山折りに、破線で示す線で谷折りに折曲することに
よって、図６（ａ）（ｂ）のような形状にエンドキャップ９を形成することができるもの
である。すなわちエンドキャップ９は、鉛直な固定片４７と、固定片４７の下端に斜めに
延出される傾斜片４８と、傾斜片４８の先端に垂下して延出される水切り片４９とから形
成される側板５０と、側板５０の水切り片４９の一方の側端縁に直角に屈曲されて設けら
れるエンド板５１とからなるものであり、エンド板５１の下端には下水平片５２が内側へ
折曲して設けてある。エンド板５１の横幅寸法は傾斜片４８の横幅寸法の２倍強に形成し
てあって、エンド板５１の上端縁の水切り片４９側の半分弱の範囲は傾斜片４８と同じ角
度で傾斜するように切り落としてあり、傾斜片４８から延設して折曲した接合片５３をこ
の箇所においてエンド板５１にリベット等で固定し、エンドキャップ９の上記の形状が保
たれるようにしてある。ここで、側板５０の固定片４７、傾斜片４８、水切り片４９の断
面形状・寸法は、既述の水切り材３の固定片３４、傾斜片３５、水切り片３６の断面形状
・寸法とほぼ一致するように形成されているものである。
【００４２】
　また棟巴１０としては、既述の図１２に示すような、一般的な両流れの屋根に使用され
る断面形状が対称形に形成されるものを用いることができる。すなわち、上記の棟包４と
同様な断面形状に形成される本体部１０ａと、本体部１０ａの一方の端部の開口を閉じる
けらば片１０ｂとで形成されるものであり、けらば片１０ｂは下部が本体部１０ａよりも
下方へ突出した形状に形成してある。
【００４３】
　そして、棟のけらば側の端部において、図７（ａ）のように、エンドキャップ９を棟桟
２に取り付ける。エンドキャップ９の取り付けは、側板５０を棟桟２の棟側に配置して、
固定片４７を棟桟２の側面に当接させると共に、釘材２４を固定片４７から棟包支持桟２
に打入することによって行なうものであり、このとき水切り片４９が化粧破風８の上部の
外面に当接するようにしてあり、エンド板５１で棟のけらば側端面が覆われるものである
。このようにエンドキャップ９を棟桟２に取り付けた後、棟巴１０の本体部１０ａをエン
ドキャップ９の上から棟桟２の上に跨らせるように被せて載置し、本体部１０ａから棟桟
２に釘材２４をして固定することによって、棟巴１０を取り付けるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施の形態の一例を示すものであり、（ａ）は断面図、（ｂ）は一部の
拡大断面図である。
【図２】(ａ)(ｂ)は同上の施工の状態を示す断面図である。
【図３】(ａ)(ｂ)は同上の施工の状態を示す斜視図である。
【図４】同上の施工の状態を示す斜視図である。
【図５】同上の施工の状態を示す斜視図である。
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【図６】エンドキャップを示すものであり、（ａ）及び（ｂ）は斜視図、（ｃ）は展開し
た図である。
【図７】棟巴の取り付けを示すものであり、（ａ）（ｂ）はそれぞれ正面図である。
【図８】(ａ)(ｂ)は両流れ屋根の施工の一例における一工程を示す斜視図である。
【図９】両流れ屋根の施工の一例における一工程を示す斜視図である。
【図１０】(ａ)(ｂ)は両流れ屋根の施工の一例における一工程を示す斜視図である。
【図１１】両流れ屋根の施工の一例における一工程を示す斜視図である。
【図１２】両流れ屋根の施工の一例における一工程を示す斜視図である。
【図１３】従来例の断面図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１　屋根下地
　２　棟桟
　３　水切り材
　４　棟包
　５　金属面戸
　６　屋根瓦
　７　連通口
　８　化粧破風
　９　エンドキャップ
　１０　棟巴
　１１　換気口
　１３　換気部材
　１４　換気役物

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】
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